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○議長（石橋英和君）順番５、21番 岡君。  特に、アニメーションのフィルムコミッシ

ョン事業は、低予算で多くの人に一度にイン

パクトを与えることが可能と思われます。ネ

ットを媒体として、これらの分野へのフィル

ムコミッション事業を行ってはいかがでしょ

うか。 

〔21番（岡 弘悟君）登壇〕 

○21番（岡 弘悟君）通告に従いまして一般

質問を行います。 

 お題が二つです。一つ目のお題、「観光資源

の創造と既存の観光資源に付加価値を」です。 

 観光名所は、全国の市町村において数の違

いはあるにしても何箇所かはあると思います。

しかし、その多くが歴史的、文化的にすばら

しいものであったとしても、他府県からの観

光客にとって魅力のあるものとは限りません。 

 ②南海電鉄を利用し、なんば方面から高野

山に向かう場合、橋本駅で乗り換えが必要な

場合があります。観光客には不便でも、本市

にとっては多くの観光ビジネスの可能性を広

げてくれると思いますが、現在、市として観

光客がストップオーバーできるような事業を

行っていますか。 

 実際、自分たちが観光する際、行き先を決

めるのに、全国の市町村にある、あまり知ら

れていない観光名所を訪れる計画を立てるで

しょうか。遠方からの観光客に、見てみたい、

行ってみたいと衝動を与えるほどのインパク

トがある観光資源を抱える有名都市は別とし、

全国の多くの市町村にそれほどの観光資源が

あるでしょうか。本市においても、歴史的・

文化的にすばらしい価値のある名所、遺跡は

多数存在しますが、多くの観光客に興味を持

ってもらえるインパクトがあるとは思えませ

ん。 

 ③岡山県にある道の駅「久米の里」にある

Ｚガンダムをご存じでしょうか。ゼットガン

ダムではないですよ。ゼータガンダムです。

岡山県とＺガンダムは何の関係もありません

が、モビルスーツ一体の展示でものすごい集

客力があるのは事実です。観光客の多くが、

「なぜここにガンダムが」と思いながら、遠

方から多くの方が見に来られます。 

 このように、なければ知恵と行動で観光資

源は生み出せると考えます。本市も観光資源

開発プロジェクトを立ち上げてはいかがでし

ょうか。 

 そこで、ないなら創造していこうじゃない

ですか。新たな観光資源の創造と既存の観光

名所に付加価値をつけて、全国の多くの方に

興味を持っていただけるように。 

 大項目の二つ目です。地域内インフラの補

修と整備について。 

 よって、以下質問いたします。  本市には100を超える区や自治体が存在し

ますが、各地域の主要道路、生活道路、小さ

な橋などが劣化、老朽化し、近い将来、補修・

修繕・かけ替え等の問題が生じると予想され

ます。実際、いくつかの地区内の道路舗装が

劣化し、再舗装の必要がある箇所が見受けら

れます。このような地域内インフラの整備、

 ①付加価値の創造については、フィルムコ

ミッション事業が有名ですが、本市でこの事

業を実践するのは難しいと思われます。しか

し、ＣＭ撮影、さらにアニメーションなどの

中でインスピレーションを与え、舞台のモデ

ルになることは可能と考えます。 
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補修について、どのように考えていますか。

優先順位や予算確保の問題など、クリアしな

ければならない問題は数多くありますが、地

域インフラ整備にかかる予算を別枠で考え、

年次計画を立て、実施していかなければいけ

ない時期に来ているのはないでしょうか。 

 よって、以下質問いたします。 

 ①地域の道路や橋の老朽化等、どのように

調査していますか。そして、その結果など、

わかる範囲でお教えください。 

 ②地域のインフラ整備にかかる予算はいか

ほどと考えておられますか。また、現状どの

ように優先順位をつけて施工しておられるの

か、お教えください。 

 ③地域インフラにかかる予算を別枠で考え、

複数年計画で実行すべきと考えますが、いか

がでしょうか。 

 以上です。明確な答弁、よろしくお願いい

たします。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君の質問項目

１、観光資源の創造と付加価値に関する質問

に対する答弁を求めます。 

 経済部長。 

〔経済部長（大倉一郎君）登壇〕 

○経済部長（大倉一郎君）観光資源の創造と

既存の観光資源に付加価値を、についてお答

えをします。 

 まず、フィルムコミッションについて説明

をいたします。フィルムコミッションとは、

映画やテレビ番組、ＣＭなどの撮影場所誘致

やエキストラ手配などの撮影支援を、行政と

観光協会、地域住民が一体となって取り組む

機関であり、撮影場所となることで、地域活

性化や観光振興の起爆剤となることを目的と

しています。 

 現在、全国各地でフィルムコミッション事

業への取り組みが行われており、本市も和歌

山県観光連盟会員として同連盟が2006年に発

足した「わかやまフィルムコミッション」に

参加し、映画、テレビやコマーシャル撮影の

ロケ地情報提供などの誘致活動を積極的に行

っています。本市も既にインターネット等を

通じてジャンル別に25件のロケ地情報を推薦、

提供しています。 

 かつて本市でも、高野口小学校でＮＨＫの

朝の連続テレビドラマの撮影や、橋本市民病

院の病室を使って音楽ビデオの撮影が行われ

たことがあります。 

 しかしながら、このような実際の撮影隊の

誘致に際しては、宿泊先、撮影許可やエキス

トラ手配等、さまざまな支援が必要であり、

大規模な撮影誘致には本市の現状の取り組み

として限界があります。 

 このような大規模なものだけではなく、フ

ィルムコミッション活動の一つとして、アニ

メーションの舞台モデルとして実在の古民家

や学校などを素材提供するものがあり、人気

アニメに取り上げられた場合には、ファンが

そのモデルになった場所を訪れるなど、小規

模の取り組みで大きな波及効果を期待できま

す。 

 本市においても、わかやまフィルムコミッ

ションなどを通じて、素材情報の提供機会を

創出し、アニメ原作者や制作会社へのアプロ

ーチを図ってまいりたいと考えています。 

 次に、橋本駅におけるストップオーバー、

途中下車についてですが、現在のところ、鉄

道利用客を途中下車させる取り組みは特に行

っていませんが、橋本駅前の観光案内所には、

電車の乗り換え時間待ち等の理由により、30

分程度で橋本周辺の観光する場所を尋ねられ

る問い合わせがたびたびあります。観光客に

限らず、多くの人が橋本駅でおりて、駅前や

その周辺を周遊できるような仕掛けを検討し、

人が集まる魅力づくりを企画してまいりたい

と考えています。 

－63－ 



 次に、観光資源開発プロジェクト立ち上げ

の件ですが、久米の里の「Ｚガンダム」や紀

の川市の「たま駅長」など、従来の名所旧跡

や自然などの観光資源ではなく、インターネ

ットなどの情報発信を通じて観光客の注目を

集めたものが観光資源となり、地域の活性化

に貢献している事例があります。特別な観光

資源がない本市においても、市民の方々のア

イデアを取り入れ、斬新な観光資源の創出を

図っていくことは重要であると認識していま

す。 

 失礼しました。答弁もれがあります。もう

しばらく、すいません。 

 このことを事例紹介している慶應義塾大学

環境情報学部卒業生の論文「オタク心が街を

救う」では、アニメなどのキャラクターに特

化した観光資源開発により、全国に100万人以

上いると言われているオタクと呼ばれるサブ

カルチャーファンの集客、消費活動を促すこ

とで、特に観光資源がないまちの観光振興、

地域活性化の可能性がうかがえます。 

 本市としましても、これらの情報を参考に

して、あらゆる面から観光資源を見直し、今

後、必要に応じてプロジェクトの立ち上げも

検討していきたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君、再質問あ

りますか。 

 21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

 今、部長のほうからも答弁いただいたんで

すけども、僕もここで書かせてもらったんで

すけども、本市でフィルムコミッション事業

を行うのは、ちょっと難しいんかなというの

は、もう以前から感じていました。以前も、

もう４年ぐらい前になるのかな、経済建設委

員会のほうで富士吉田市のほうを視察させて

もらったんですけども、そのときにフィルム

コミッション事業と、その他視察する目的が

あって行ったんですけども、自分が富士吉田

市で感じたことは、結局は、富士吉田市でフ

ィルムコミッション事業が成功しているとい

うのは、やはり人。あと観光ロケーションで

富士山。つまり、撮影して、見ている側が、

ここは富士山のある市なんだなと。つまり、

富士山がシンボル的な役割をしているからフ

ィルムコミッション事業はたくさん行われる

というのは、その市の方、担当者の方もおっ

しゃってました。その中で、やはりフィルム

コミッション事業を成功させるには、多くの

スタッフを支える、さらにもう一つ、人員が

必要やと。その人員を、富士吉田市は自分ら

でプロジェクトを立ち上げて、行政の中でそ

ういった課をつくって、それで誘致をして、

さらにその中から多くの人を出していると。

かなり大規模な力が必要なんだなというのは

正直感じたんです。 

 フィルムコミッション事業については、和

歌山県も以前から多く行われてきているんで

すけども、実際橋本市でも、ネット上でいろ

いろ紹介していただいているのは知っている

んですけども、ちょっと部長にお聞きしたい

んですけども、その中で、そのフィルムコミ

ッション事業をいろんな形で行っているんで

すけど、本市で近年、フィルムコミッション

事業が誘致されるような話は実際あったんで

しょうかね。それ、一点ちょっとお聞きしま

す。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（大倉一郎君） 近、そういうフ

ィルムコミッション事業の誘致をされるとい

う事業があったんかなというようなご質問で

すけども、 近ではありません。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）多くの市町村がフィル

ムコミッション事業をやっているのは、皆さ
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んご存じやと思うんですけども、多くの市町

村がほとんど成功していない。成功していな

いというか、来てもらえないのが実情なんで

す。それは、選ぶ側が人と物の下調べもする

し、そのロケーションを選ぶというのがある

ので、なかなか難しいんですけども、ここで

僕、書かしてもうて、先ほどもお話させても

うたんですけども、今、ちょっと同僚議員と

市長ほか何名かには資料を渡しているんです

けども、アニメーションのフィルムコミッシ

ョン事業というのは、ここの資料を見てもう

てもわかるように、これ、一番上につけてい

るのは飯能市。これ、アニメの誘致で、自分

のところで、これは市のホームページです。

こことここがアニメの中で使われました。そ

の中で、こういったものがこのシーンである

といって、地図まで描いて観光スポットにし

ておるんです。 

 僕もいろいろ調べて勉強になったんですけ

ども、アニメのこういったところをめぐる方

たちは、こういったアニメの名所になったと

ころを聖地と読んではります。聖なる土地。

自分らはそれを、聖地を巡礼していると。聖

地巡礼という形でネットにいろんなサイトが

あって、自分たちはここへ行ってきたよ、こ

んなアニメのところはここで撮影されたんだ

よといった、自分らで情報を広げていって、

まあいえば、情報がどんどん一人歩きして、

それがどんどん人を呼び寄せる原動力になっ

ているという。 

 自分がその観光資源に対してターゲットに

したいのは、数パーセントの人たちです。97％、

98％の人は、何やそれと。じゃあ２％の人、

３％の人が、いや、行ってみたいと。その３％

の人が、例えば近畿圏内の３％ってどれぐら

いおるんでしょうね。僕、途方もない数にな

ると思いますよ。  そのもう一枚めくってもらったら、これは

竹原市なんですけども、これ、左側に載って

いるのが、これは実際の写真です。そして右

側がアニメに使われたシーンということで、

これは市のホームページに載っているんです

けども、実際、これを見ていただいてわかる

ように、何ら特別なもともとの観光名所であ

ったかといったら、そういうわけじゃないん

です。ただの古民家で、ただと言ったら失礼

ですね。古民家であったり、普通の線路の風

景であったり、道であったり、あと、地元で

は有名であろうと思われる神社仏閣が載って

いたり。実際、橋本市もそういったものはた

くさんあるとは思うんですけども、そういっ

たものが、こういったアニメーション事業に

使われることによって付加価値を得て、多く

の方が実際にこれを見に来られているという

のは、今ひそかなブームと言ったら失礼です

けども、ネットの中で調べてもらったらたく

さん出てきます。 

 その中で紹介したい、まだ、もういろいろ

紹介したいんですけど、埼玉県は県のホーム

ページでもやってます。自分たちの県はもう

アニメの聖地を巡りに行こうと。もう県を挙

げてアニメの誘致をやっている話がたくさん

載っているというぐらい、この聖地巡礼に他

府県が力を入れてきているのは実際事実です。

なぜかというと、やはり普通のフィルムコミ

ッション事業じゃなくて、その場面の切り売

りができるというところが大いに強いと思い

ます。全体像がなくたって、切り売りして、

その実在する部分をアニメに登場さしたら、

後は別に空想でもええんです。別段。まちそ

のものの、全く一緒のものを描いてやるわけ

ではないので。 

 だから、橋本市でもそういった切り売りで

やっていける場所というのは、僕はたくさん

存在すると思うんです。それはもう観光資源

で、昔からいろいろ発掘されているという話
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も、いろいろ自分も聞いて知っているんです

けども、本市でもしフィルムコミッション、

そして観光資源の付加価値をつけるんであれ

ば、そういった切り売りのできる、こういっ

たアニメーション事業についてやっていくの

が、一番近道じゃないんかなと思って質問さ

してもうてるんですけども、どう言うたらい

いんでしょう、今、前向きなお答えはいただ

いているんですけども、実際は、本当はすぐ

にでもやってもらいたい。何でかというと、

これ、きのうたまたまなんですけど、朝、朝

日新聞を読んでいると、和歌山版に和歌山市

のほうでも、どんどんアニメのフィルムコミ

ッション事業に力を入れてやっていきたいの

で、市民の皆さまにそういった場所がないの

かを提供していただく資料を、情報を教えて

いただきたいというニュースが載ってました。 

 実際、今、本当に目先のきくと言ったら言

葉は失礼ですけども、本当に観光資源に対し

て付加価値をつけようとしているところは、

実際もう動いています。どんどん動いていま

す。その中で、やはり本市は検討するんじゃ

なくて、そういったプロジェクトチームを立

てるべきやとは思うんですが、その辺をちょ

っと、もう一度お聞かせください。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（大倉一郎君） 初の答弁にも私、

答弁させていただきましたけども、いろんな

情報を参考として、あらゆる面から観光資源

を見直しながら、今後、必要に応じてプロジ

ェクトの立ち上げも検討してまいりたいと考

えます。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）今後、そういった答弁

にはなるとは思うんですけども、昨年、日本

の邦画で、興行収入が５位に入っているアニ

メ「おおかみこどもの雨と雪」という映画な

んですけども、ご覧になられた方は、まあ少

ないのかな。自分はこの映画の監督の、細田

守監督というんですけど、この監督の映画が

非常に好きで、日本では宮崎駿監督が非常に

皆さんご存じだとは思うんですけど、この細

田守監督の作品が非常に好きで、自分はよく

見るんですけども、去年も、昨年公開ととも

に見に行ったんですけども、それがたまたま

３月か２月の朝日新聞で、「おおかみこどもの

雨と雪」のモデルになった、お母さんと子ど

も２人が人目を忍んで田舎の家で住む話なん

ですけども、その田舎の古民家に、公開から

何千人か人が押し寄せてきていると。そして、

古民家は個人の所有物であったんですけども、

もう高齢の方で、保存に非常に困っていると

いうお話を聞いたら保存運動が起こって、自

分らの手でどないかしたいと。それで県も乗

り出していっているという話を聞いたんです

けども、それほど日本のアニメーションとい

うのは、観光に対して非常に、観光というか

インスピレーションを与えて、そして人が来

たいという衝動を与えるには非常に力になる

んやと思います。 

 特に、ここで気になったのは海外からのお

客さんも多いというんですよ。外国人の方も

その古民家を訪れたいと。それはなぜかとい

うと、細田守監督が海外でも実は非常に有名

な方なんですね。非常に評価が高かった。以

前の映画も非常に評価が高かったんですけど、

そういった関係で、向こうのオタクと呼ばれ

る方も、日本に来たらぜひとも見てみたいと。

つまり、外国人観光客の誘致にも非常に役に

立っていると。 

 こういった実際の実例もあるので、できた

ら将来的に、もう今、部長答弁いただいたの

で、それ以上の答弁はあれでしょうけど、で

きたら本当に本腰を上げて、こういったこと

をやっていただきたいんですけども、副市長、

どうでしょうか。 
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○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）私自身、あまり情報

として持ち合わせておりませんのであれなん

ですけれども、今聞かせていただいたお話で

あれば、そんなに費用もかからずに、広く活

用いただければＰＲしていけるということで

すので、また市としてどの程度取り組んでい

けるのか、どういったことをすれば効果的な

のかということを検討してまいりたいと思い

ます。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

言い出したら僕、こういう話大好きなので、

何ぼでもしゃべるんですけどもね。 

 つい 近では、僕このアニメはちょっと知

らんのですけども、「ガルパン」というアニメ

があって、これはもうヤフーのネットニュー

スでちょっと見て、すごいなと思ったんです

けど、その舞台となった茨城県の大洗町には、

さっきお話させてもうた聖地巡礼が、もう既

に起こっているそうです。それにさらにすご

いのが、自衛隊とコラボしてアニメをつくっ

ているんですけども、その自衛隊の教養ＤＶ

Ｄが発売初週で１万5,000枚を売り上げて、総

合首位に輝いたと。ＤＶＤの売り上げですよ。

もうアニメの力で、いきなり自衛隊の教養ビ

デオが１位になる。そういうたら、このアニ

メの中で出てくるらしいです。それをファン

の方がそれを見てみたいと。だから、発売さ

れた途端にアニメのファンの方が皆さん買う

といいましたよ。ＤＶＤが１位になっちゃう

んですよ。アニメの影響で。 

 それぐらい、何ていうんかな、今、僕らの

世代というのはアニメ世代と言われる世代な

んですけども、それよりも本当にコアな世代

というのかな。その方たちが、本当に観光と

してそこを訪れたいと思っている方が、全国

に数十万人規模でおるんやなというのが、実

際事実、この数字を見ておったらわかるんで、

ぜひともこういった事業というのは、本当に

目先が大事やと思うんです。もう既にいろん

なところで始まって、ちょっと乗り遅れ感が

あるんかなという気もするんやけども、でも、

今からでも遅くないんで、ぜひともこういっ

た事業を始めて、そして、橋本市の既存の文

化財等を見てもらうというのが一番だと。 

 僕は、何もアニメのところに撮影になった

から見てもらいたいだけじゃないんですよ。

やはり、橋本市でこんないいところがあるん

やというのを見てもらうためには、よそから

来てもらう何か特別な理由が要るんじゃない

かという話をしているんです。橋本市にいっ

ぱいいいところあるやないかと市長もよくお

っしゃるし、皆さんおっしゃるのもわかる。

僕も、それは橋本市で住んでおるんでよくわ

かってます。ただ、自分が他府県の人間にな

ったときに、果たしてじゃあそれを見に来ま

すかと。実際、事実、今の観光の人数を見た

ら、実際歴然とわかってますやん。見に来ら

れてませんやん。それほどね。全国規模で来

られているかといったら、来られないですよ

ね。 

 さっきも言うたけど、神戸とか京都やった

ら多くのものがあるので、集客力を持ってま

す。集客力のないところは、つくるために付

加価値をつけようじゃないかという取り組み

なので、ぜひとも、これは特に若い子は、市

役所の中にもこういったことに興味ある子が

たくさんいると思うので、そういった方に声

をかけたら、僕なんかよりももっと情報を持

っておると思うので、一度いろいろお話聞か

れたらええし、僕も聞きたいなと思っておる

んで、ぜひともこの取り組みについては、よ

ろしくお願いします。 

 じゃあ次、２番です。 

 すいません、小項目の２番なんですけども、
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南海電鉄を利用して、これ、全部じゃないん

ですけども、乗り換えせなあかん電車という

のがあるんですけども、僕、先ほど部長の答

弁もらったんですけども、僕、何でこれ書か

してもらったかというと、以前も同僚議員が

質問されておったと思うんやけども、おりて

もらうという行為は非常に難しい。そこの駅

で電車がとまって、目的地があって、その途

中でとまる駅におりてもらうというのは非常

に難しいことやと思うんです。自分もそうや

と思うんですよ。途中下車するというのはな

かなか難しいけども、強制的におりてもらっ

ておるんでしょう、もう既に。 

 そしたら、おりたら何かないんかなと思う

のが人ですよね。たとえそれが接続に、例え

ばですよ、例えば10分しかなかったら、なか

なか見れないかなというような考え方もある

かもしれんけども、例えば、どうせおりたん

やったら、ちょっとこんなんあるらしいでと

思ったら、１時間、次の電車乗ろうかなと思

ってもええと思うんですよ。自分やったら結

構旅行に行ったらそんなことになったりする

んやけども、結構旅行好きなので。 

 そしたら、たくさんの方がおりられている

のに、ただ見るとこないんで駅でおっていた

だいたって、橋本市にとって何のメリットも

ないと思うんですけどね。やっぱり、おりて

もらったら駅の周りに何かあれば、駅におり

てもらって、ほんで観光してもうて、コーヒ

ー１杯でも飲んでもうたら、橋本市にとって

はプラスやと思うんですけどもね。これは例

えですよ。もっと大きい事業ができたらそれ

はいいんですけども、それを、このおりても

らうということが、一番大事な作業を、もう

既にせざるを得ん状態やのに、何でせえへん

のかなと思うんですよ、僕。もう既に、一番

難しいステップがそこにできておるんですよ。 

 行政でそんな言葉を使わないんかもしれな

いですけど、僕ら商売人からしたら、ビジネ

スチャンスですわ。こんな大きなビジネスチ

ャンスがあるのに、何でせえへんのかなと普

通に思うんですけどもね。 

 だから、やっぱり不便やなだけで終わらす

んじゃなくて、その不便さは橋本市にとって

は、実はチャンスなんやという発想の転換と

いうのかな、その発想の転換を持たんと、い

つまでたってもお客さんは素通りしてしまう

というか、観光客は素通りしてしまうと思う

んですけども、だから、今ないというんであ

れば、これは３番と連動して言うんですけど、

これは岡山県の道の駅にある、久米の里にあ

るＺガンダムなんですけど、これ、資料にも

写真付けさせてもらったんですけども、これ、

高速道路を走っていて、中国自動車道の院庄

インターというところをおりたらすぐの道の

駅なので、結構、正直な話、おりることはあ

まりないんですわ。鳥取とか、有名な温泉に

行かれる方は、前は必ず通りはるかなとは思

うんですけども、別段その院庄インターでお

りて、もちろん失礼なことを僕、今は話して

いるんであれなんですけども、院庄に用事あ

る方も、見たいものがある方もいらっしゃる

とは思うんですけど、ほとんどの方は恐らく

院庄インターでおりる用事はさほどないと思

うんです。でも、やっぱり僕みたいにこうい

ったガンダム世代の人間は、やっぱりちょっ

と見てみたいなと思っておりてしまうんです。

実際。 

 ほんで、この話をしていたら、市役所の方

も、いや実は僕も行ってきたよという方、ち

ょっといらっしゃったので、えってびっくり

したんですけども、これも、ここに、資料に

も書かせてもらったんですけども、別段、岡

山県にこのＺガンダムが何か関係あるんかと

いったら、別にそんな関係はないんですよね。

ただ、このつくられた、これは行政がどうこ

－68－ 



うした話じゃなくて、個人の方が個人でつく

って寄附されたというだけの話なんやけども、

これが実際、身長７ｍ、これはもう自ら設計

書を書き、たった一人で制作したもの。これ

またおもしろいのが、張りぼてではなくて、

ちょっと油圧とか通ってて、もしかしたら動

くんじゃないかというような部分があるんで

す。コックピットがちょっと開いたりだとか。

そういったところがファンの中で受けて、僕

も実際そうです。実際は二足歩行はできない

らしいんですけども、いや、動くらしいでと。

別に動いておるところは見てないんですよ。

それだけでもうね、家族連れのお父さんが喜

んでおる。子どもらわからんですよね。世代

じゃないので。 

 でも、ちょうど僕ら世代から下、上前後ぐ

らいですわ。ガンダム世代と呼ばれる世代は、

もう見に行きたくて僕は仕方がなかったんで、

実は会派でも行ってきたんですけども、何て

いうんでしょうね、世代によって感じること

は違うんかなとは思うんやけども、ただ、も

うほんまに行ってもうたらわかるんですけど、

多くの方がほんまにこれ目的で院庄インター

でおりて、そこで道の駅で写真を撮って、さ

らにその道の駅の横に岡山のＢ級グルメで出

している料理があるんですけども、その料理

を出して、商売がうまく成り立っている。さ

らに、せっかくおりたんやから近くに何かな

いんかなと思ったら掲示板があって、近くの

観光名所を載せておるんです。そしたらまあ

だいたい20分圏内で行けるから、ちょっと行

ってみようかなという気にもなって、結構見

ちゃうんですね。 

 だから、今、橋本市の抱える同じ状況で、

高野山に対して行く観光客の方に、素通りだ

けされてしまうんじゃないかというような不

安が、よく市民の方からも聞くんやけども、

すごいこれ、見たら下らんのかなと感じる方

が九十数パーセントおるんやと思うんですけ

ども、そのうちの、さっきも言いましたけど、

５％でも３％の人が、いやこんなんあったら

見てみたいでと思ったら、さっきも言いまし

たけど、どれだけの人数になるんでしょうか

ね、というのを僕は言いたいんです。だから、

そういったものをつくらなあかんの違います

かと。100人おって、半分の人がええというよ

うなものをつくるのは無理です。そうじゃな

くて、数パーセントの人が、それは絶対見て

みたいと、それはちょっと欲しいなと思った

ら、商売でいうたら大成功でしょう。そこの

発想の転換をして、やはりこういった、何や

これ、と思われる世代もおるかもしれんけど

も、こういったものをつくっていかなあかん

ので、さっきも言いましたけども、アニメと

いい、こういったものといい、本当に目先を

きかせて、本当に今すぐプロジェクトを立ち

上げてほしいと思います。 

 延々と一人でしゃべり続けたので、これは

もう要望でいいんですけども、本当に自分の

思いというか、ずっと思ってます。橋本市で

どないやったら観光客の方、来てくれるんや

ろう、多くの人が来てくれるんやろうとずっ

と考えてます。商工会等ほかの団体でもいろ

んなお話、若い子らも含めて、年配の方も含

めて、いろんなお話するんですけども、やは

り、なかったらつくっていかんとしゃあない

でと。じゃあ、何をつくるのかというのが一

番難しいんですけども、それはこれから行政

はじめ、行政だけに任せ切りという話じゃな

くてね、そういった中で、皆でじゃあ何やっ

ていくんやというのを立ち上げるプロジェク

トというのをぜひとも早急に立ち上げて、そ

して、今せっかくこうやって高野山に外国人

も来られているんで、外国人の方にも見ても

らえるような、観光のできるジャパンカルチ

ャー的なものをやっていきたいと自分自身も
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思ってますので、どうぞプロジェクトの早期

の立ち上げを要望いたしまして、一番目の質

問を終わります。 

○議長（石橋英和君）この際、21番 岡君の

質問項目２の答弁を保留し、午後２時30分ま

で休憩いたします。 

（午後２時13分 休憩） 

                     

（午後２時30分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 次に、質問項目２、地域内インフラの補修

と整備に関する質問に対する答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（松浦広之君）登壇〕 

○建設部長（松浦広之君）各地域の道路や橋

の老朽化等の調査とその結果についてのご質

問にお答えします。 

 道路橋梁につきましては、国の長寿命化修

繕計画策定事業を活用して、平成21年度から

23年度にかけ、347の橋梁について老朽化等の

調査を行い、その結果をもとに、平成24年度

において橋梁長寿命化修繕計画を策定しまし

た。 

 今後は、予算の許される範囲ではあります

が、この計画に基づき、国庫補助事業を受け

ながら修繕を進めてまいります。平成25年度

においては、まず、修繕に向けての詳細設計

を予定しています。 

 道路舗装については、本年度において一部

調査を実施し、老朽化の状況等の把握並びに

修繕計画の検討を行う予定です。 

 次に、各地域のインフラ整備にかかる予算

と優先順位をつけて計画しているか、のご質

問についてお答えします。 

 平成25年度当初予算では、道路維持に要す

る経費として約１億700万円、それ以外に市道

改良工事費や舗装工事費として4,000万円を、

公共排水に要する経費として約1,800万円等

をそれぞれ計上させていただいています。 

 優先順位については、定期パトロール等で

発見した危険性の高い箇所や地元要望をいた

だいた箇所のうち、緊急性の高い箇所から実

施しています。 

 次に、地域インフラにかかる予算の別枠並

びに複数年計画についてお答えします。 

 橋本市においては、現在、公共下水道、都

市公園、市営住宅、道路橋梁のそれぞれ長寿

命化計画を策定しました。これらは国庫補助

の対象となり、今後、計画的な修繕を実施し

てまいります。この四つの長寿命化計画以外

のものも含めて、計画的修繕については、関

係各課が連携し年度ごとの事業費の調整や予

算の平準化を図りながら、厳しい財政状況の

中ではありますが、別予算枠として１億5,000

万円以内を目途に進めたいと考えていますの

で、ご理解をお願いします。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君、再質問あ

りますか。 

 21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ありがとうございまし

た。 

 小項目の１番で、答弁いただいたのが347

の橋梁というお話をお聞きしたんですけども、

ちょっと僕、不勉強で教えていただきたいん

ですけども、橋本市内で各地区の中で小さい

橋がいっぱいあると思うんですけど、そうい

ったものも全部含めて347という数字なんで

しょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）市内にある橋梁の

中には、いわゆる市道認定されていない道で

すとか、その他のいわゆる水管橋ですとか、

そんなものもありますけども、市道認定され

ている道路の橋梁のうち、主なものについて
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347橋の調査をしたということでございます。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）詳しい結果で、その中

で、今後大規模な補修もしくは何らかの修繕

をしていかなければいけないだろうというの

は、いくつか出てきているんでしょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）いわゆる今すぐ補

修・修繕しなければというものはございませ

んでした。ただ、今回、計画をつくりました

のは、国のほうも、日本全国そうなんですけ

ども、耐用年数がそれぞれのインフラでも迫

ってきているという中で、計画を立てること

によって国庫補助対象になるというところで、

その根拠としましては、予防修繕をすること

によってトータル経費の削減ができる、そう

いう計画を立てなさいと。立てたものについ

て補助金をあげますよということですので、

そういった趣旨で計画を策定いたしました。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）その中で、橋本市で大

きな橋梁といえば、橋谷大橋と、いくつかあ

るんですけど細川大橋、これ、将来的には耐

震等何らかの形をとっていかなあかんとは思

うんですけども、それについてはどのように

お考えなのでしょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）今回の長寿命化計

画というのは、あくまで延命化、あるいは補

修ということで、耐震に対する備えというの

は、これは別でございます。あくまで橋梁そ

のものの長寿命化ということです。 

 ただ今ご指摘のあった橋梁等も含めて、大

規模な橋梁、どれから手を付けていくんかと

いうことになるんですけども、この順位の決

め方については、まず、その橋の損傷度合、

これが一つ大きな要因。もう一つのファクタ

ーとしては橋の重要性。この重要性というの

は、いろんなとらまえ方がございます。橋そ

のものが非常に大きい小さいということもあ

るでしょうし、通行台数、あるいは万が一の

ことがあった場合に、その橋のかかっている

道路以外のものにどんな影響を与えるか。例

えば、鉄道の上にかかっている橋、これは橋

そのものに万が一ありますと、鉄道そのもの

にも影響を及ぼす。あるいは、橋谷大橋なん

かですと、万が一、橋に何かのそういった支

障が生じますと、下に371号、国道が通ってお

りますので、そっちのほうに大きな影響があ

る。あるいは、消防のほうからの視点から見

て、どこの路線が重要なんだろうか、そうい

ったいくつかのファクターを点数化して、緊

急度合いを定めて一応の順位付けをして、そ

ういった緊急性の高いところの中から、予算

の許す範囲で計画的に補修をしていきたいと

いうふうに考えています。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ありがとうございまし

た。 

 橋はだいたいわかったんですけど、あと、

地域の中の道路についてもお聞きしたいんで

すけども、例えば、自分は御幸辻で住んでる

んですけども、その御幸辻内の、例えばです

よ、地域の主要道路の舗装がかなり傷んでき

ているのも実際事実なんです。それは、御幸

辻にこだわることなく、自分は市内で仕事を

しておるんけども、市内を軽四で走っている

と、大分舗装されてから年数がたって、再舗

装されてないなというところが多く見受けら

れるんですけども、そういったものというの

は、地域からの要望がないと再舗装とかはし

ないんでしょうか。それとも、道路管理者で

ある、やはり市道であれば市が何年かに一度、

舗装が傷んできたら替えていかなければいけ

ないと思うんですけども、そういったところ

が大きな市道に関しては行われているんです
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けども、地域内での主要道路、地域の方が主

に通る道路に関しては、あまりそういった舗

装とかがされてないように思うんですけども、

その点はいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）一番古い舗装なん

かで、昔やったらコンクリート舗装から始ま

って、ただし、概ね50年、今まではたたなか

った中での時代でしたので、まずは地域から

要望いただいた中から、緊急性の高いものと

いうのを選んで実施していたのが実情です。

それから、それ以外には、道路管理者として

やっぱりパトロールする中で危険やというふ

うに判断しましたら、当然、地域の要望がな

くても今までは実施してまいりました。 

 ところが、すべての舗装が概ね耐用年数が

過ぎつつある中で、そういったことではもう

立ち行かんだろうというところで、国のほう

もそういった、今までは全く補助対象になら

なかったような舗装の打ち替え等についても、

一定の要件さえ満たせば一部補助してあげる

よということになりましたので、先ほど答弁

いたしました中でも、今年、主にまずは交通

量の多いところからになりますけども、舗装

のいわゆる長寿命化計画的な計画を立案して、

計画的に国の補助もいただきながら予算の範

囲内で執行していきたいということで、今ま

でとは若干スタンスを変えて、やっぱり道路

管理者としてやるべきところをやっていくと

いうふうなスタンスに、まあ一気には無理な

んですけども、徐々に切り替えていきたいな

というふうに考えます。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

内容は非常によく理解できるんですけども、

ただ一点、気になるのが、本市の市道の総延

長はたしか600㎞を超えていなかったですか。

700㎞。600㎞というか700㎞ですか。橋本市内

の市道を走れば東京に行ってしまうというぐ

らいの距離を、橋本市の市道として橋本市は

持っているんですけども、その市道を修繕し

ていくというか、市道をつくるにも莫大なお

金がかかってここまで総延長来ていると思う

んですけども、今、全国的にも問題になって

いるのは、じゃあそれの維持管理、先ほど部

長にも答弁いただきましたけども、補修とか

ではなくて、修繕という意味合いではなくて、

もっと長く使えるようにどんどん先行投資を

していかなければならないといった国の流れ

もあって、いろんな補助対象も今ついてきて

いるとは思うんですけども、僕、ここで質問

の一番意図したかったことは、もう３番の項

目まで行きたいんですけども、やはり今の予

算規模で、先ほど１億5,000万円別枠でという

お話もあったんですけども、そういった確か

に非常に大金やと思います。本市の財政状況

から鑑みても、非常に補助対象になってあり

がたいお金もあるし、非常に大きいお金が付

いているとは思うんですけども、現状で対応

できるんかと言われると、僕はちょっとしん

どいんじゃないかなと思うんです。やはり、

今の優先順位の付け方もそうですし、行政の

考え方というのは当然やと思うんですけども、

やはりもうちょっと、その予算をもう少し別

枠で考えて、複数年計画をちゃんと立てて、

順を追って計画を立てて補修・修繕していく

というふうにしないと、イタチごっこになり

かねんと思うんです。 

 例えば、よく気づく地域の方は行政に声が

届くけども、例えばちょっと遠慮がちな方の

地域は声が届かない、ちょっと言えへんかっ

た、実は壊れてから直してほしいんやみたい

な話が出てきたりだとか、その辺は行政主導

で計画を持って、複数年計画をちゃんと表に

出して地域的な要望に応えていくというのは

非常に大事やと思うんですけども、その辺、
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そういったことを実行していくというのは、

やはりお金がかかるんですけども、担当課だ

けの予算では非常に難しいと思うんです。や

はりそれは、本市全体で考えていかなければ

いけない問題だと思うんですけども、その辺

については副市長、どのようにお考えでしょ

うか。 

○21番（岡 弘悟君）副市長、すいません。

ちょっとお金のことやったので、副市長に答

えてもらおうかなと思って、唐突ではありま

すけども振らせていただきました。 

 本市の財政状況から鑑みても、１億5,000

万円という予算を付けていただいているとい

うのは、非常にありがたいんですけども、た

だ、やはり先ほどの舗装の話もそうですけど

も、地域の中の方も正直、行政、橋本市がそ

んなに今お金があるとは思ってないです。だ

から、地域の方も非常に我慢されているし、

まあ使えるんやったら、まだ走れるんやった

ら、別に舗装やり替えてもらわんでええよと

おっしゃられる方もたくさんおられるのはわ

かるんですけども、やはり、そういっても耐

久年数というのにも限度がございます。その

中で、橋本市としても計画を立てて、随時、

舗装なり何なりの補修をしていかなければい

けないというのは、実際目前に迫って来てま

すので、やはり複数年計画を立てて、ある程

度の道筋をつくって、お金がないというので

それをしないんではなくて、計画自体は立て

ていくべきやと思うんです。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）先ほど部長のほうか

らご答弁させていただいた中で、現在、長寿

命化計画を立てております都市公園、市営住

宅、道路橋梁の部分につきまして、それ以外

のものも含めてなんですけれども、別予算枠

として１億5,000万円以内ということでお答

えをさせていただきました。これは、本市の

将来的な財政状況を考えた中で、それに充て

ていける予算として、これぐらいが今のとこ

ろ目いっぱいかなと。いろんな社会的要件、

状況によって、またいろいろ変わってくると

は思いますが、現時点ではこれが精いっぱい

かなというところでの予算でございます。 

 これは、当然に単年度でのめどではござい

ますが、ただ、その工事等によりましては、

この予算では立ち行かなかったり、いろんな

種類のそういった長寿命化の工事について、

一つだけでこれ以上の金額が要ってくる可能

性もございます。それを、平準化させた考え

方の中でこれだけということで、あるときは

この倍ほどが要るかもわかりませんけれども、

そのときはほかの年度でその金額を調整して

いったり、工事の内容を調整していくという

考え方の中での予算でございます。 

 予算規模が、今、副市長おっしゃったみた

いに、今後どうなるかというのもわかりませ

んしね。計画も立てにくいとは思うんですけ

ども、ある程度の道筋はつくっていかないと、

結局は本当に歯抜けの状態で、まあ言うたら、

だましだまし補修していくみたいな形になっ

ては、地域の方で、いやいやうちとこは全然

できてないんやというお声も多く聞かなけれ

ばならんようになってしまいますので、計画

を立てて地域の声をできるだけ吸い上げて、

その中で優先順位をきっちり付けていただい

て、やるべきことはやるという形をとってい

ただきたいということと、それと、やはりお

金のことになりますけども、補修していくに

は、やはり今後、莫大なお金がかかってくる

 この計画につきましては、今回の委員会の

中でも、こういった計画があるということを

経済建設委員会の中でご報告をさせていただ

く予定をしておりますので、詳細については

そのときにお話をしたいと思っております。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君。 
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ということも踏まえて、何らかの形で別枠で

予算を組んでいくというのも、もちろんそん

な余裕ないのはわかっておるんですけども、

わかっていながら質問さしてもうとるんです

けども、でも、それぐらいしないと、本当に

この問題というのはどんどん先送りになって

しまいますので、難しい問題やとは思うんで

すけども、自分自身どうしたらええんかなと

いうのもわからんなりに質問しておるので、

じゃあ、岡議員、どうしたらええんよと言わ

れたら、自分も答えには困ってしまうんです

けども、ただ、今本当にこういったことをや

っていかんとあかん時期に来たんやなと思っ

たので質問さしてもらいました。 

 要望になりますけども、やはり複数年計画、

そして今後の予算規模をちゃんと考えていた

だいて、実行できる範囲は何なんやというの

を明確にしていくという作業は必要やと思う

ので、その点はしっかりやっていただけたら

ありがたいです。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君の一般質問

は終わりました。 
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